




















講演者 楊 瑞龍 中国人民大学経済学院長 
通訳  胡 霞  中国人民大学経済学院副教授 






通訳  田中雄三龍谷大学名誉教授 
日時  4 月 28 日(木)14:00- 
会場  時計台記念館国際交流ホールⅠ 








■日時 ２月１０日 午後２時～６時  
■会場 京都大学経済学研究科総合研究棟 ８階リフレッシュル－ム 
■報告要旨 
「破綻した北朝鮮計画経済体制の営繕-7.1 経済管理改善措置」安秉直教授（福井県立大学） 




















がるものではない。     
 
















 日韓 FTA が今後どこに広げていくのかについては、両国にスタンスの違いがあり、日本
は ASEAN を向いているのに対し、韓国は中国を考えている。日韓 FTA は貿易問題のみなら
処理できるが、国土開発戦略のような次元では難しい。 
 結論として、日韓 FTA は WTO の理念に沿って FTA を乗り越えていくべきである。WTO より
包括的で貿易よりも深いレベルで、APEC よりも目的明快なもの、日韓 FTA よりも開かれた
もの、また日韓の歴史的制約をのりこえていけるような政治的内容を持ったものに発展さ
せていくべきである。                    （文責：堀和生） 
